
第 - 固 版 数 明

｢イガ｣の勤勉に蝕啓され禿る子供

被服｢第三国版第 1間｣の一部分0

歳も背通に汚れる､胸の中絶 と裾の部

分が,故事の若 し尊ことを牲意すべ Lo
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第 二 固 版 数 明

｢イ ガ｣

Tincape11ionel】aLinnaeus.

1,成 魚.

2.卵｢産附されたる状態ふ
3.卵封ヒして 2週間後の幼魚が巣を背負ひなが

ら活動せる状態｡

4.幼Ar老熟｣せるものを背間より見たる園0

5,6,7,8.巣の増殖を示す園 ｡

9.巣､側面より見たる囲o

10.桶化に際し､巣の一端を植物に附芳し､楠鱒

の牛部を挽出して､羽化した後の殻｡

ll.嫡｢雄｣｡

12.伺｢雌｣｡
楓べて廓大
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Y.YamadaA,K.MatsuoPhoto.
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第 三 圃版 説 明

l-ィガ_朗曲に触尊さたる被服と毛布0

1.子供被服一モスT)ン｣0

2.被服の一部分rモスリン｣0

3.赤毛布の一部分0

線べ･て縮小
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日 ガ｣は 就 き .守

山 国 保 治

楯 言

此竃の幼融臥 特に､毛布.｢モス17ンJ､羅紗､皮革等の鹿 も義軍政審蝕の-櫨であること

は,放早託れ山人知 らぬものはない柾に普通な鹿瀬であるが､経過腎性の詳細に亙っては､未

だ充分轟 くされて居ない親があるt.依って､筆者が従来飼育観察した専管と,先輩諸氏によっ

て報骨された記事を参酌して､求だ全きを得ること.甚だ速いけ91Jどもこ其足 ちぎる鹿は後 日

の報菅に譲ることとしで､此程生活史の一大賓恕此所に記戟することとしたし本一丈を革するに貰

って,霧尿に就き多大なる助力をせ られたる稔尾車四郎氏と､春研究調蜜に終始助力せられた

る各日久代氏に厚く感謝の意を表すい

分郊挙上の地位と名桝

朗 巌 鱗 親 日 Lel)i(loptCla.r

輿 駅 曲 EI Heterolleura.

こ くが 料 Tineidae.

襲 名 TincapcllionellaLinnaeus.

和 名 rイ ガJ(キモ/テフ､れキヌホリベ ラシャミノムシ〕

分 JJJ一

本邦に於ける此硬の分布地域として､余が知れるの按.本州｢東京､桐生､京都､奈良｣,九

州｢朝かJJ等であるがL-,侍は此他の地方にも凍 く分布して屠ることと恩.Bl.｡毛織物被服の重撃た

嘗轟であP藩 が ら,蛾が極めて小さいために､-股には其慣別が認識されにく払ので.確かな

分布記錐が得難いのである(､外囲では､r71､-ル｣と陳洲--華に分布することカ功1もれて居る′

形

潤 駁- ･ニ-･II-=劇軌
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成 鹿

金閣淡衣褐色の小さな蛾で､弱部の除毛は賞状をして居る､隅角は糸状で細長 く衣褐色を潤筆

び､複眼は紫褐色で固い｡,前麹は細長 く､3個の小さな衣褐色の斑紋があって.其うち鋼司は

麹の略ぼ中央に､他の1個は麹の中東と外縁との中程にある｡緩速は前麹よr)色糊炎くt,蘭後

瑚共に線毛は長いO脚は3封共に驚次色でよく畿適して居るO腹部は園押 掛珊 lは殆んど同色

であるO醗長 4･5rミ1)メ一十ル｣､超の開張は9｢ミ1)メートル｣内外O

卵
勺

･其形ち略ぼ長棺圃であるが､個膿によって.一一･方が多少納まれるもの､或は不正梢凶漁るも

の等があって､正確に農相園をして居るものは少孜V,〕卵の形ちが正しくないことは.轟の問

に産みつけられるために､桑に綻ばまれて形ちが くづれる7(二めだと胤ふO而して､i.Jljの誠両に
は極めて僅かではあるが雛があるで 卵の色彩は光輝ある淡栗色を背むだ 白色であ.るが､rコイ

雪｣の卵に比蚊すると.ロ ガ｣の卯は寒色に宵むで居ることと､展珠様の光輝綱 苧むで属孜い

ことが､南榎の卵を償別する要鮎であるし)卵の長裡 O.5rミ1)メ-1.ル｣内外O

幼 顔

第一一齢｢柳 ヒ3白目の胡乱 ト調融は光輝ある薯褐色で同色の紬短毛を散生して居る｡胴部は

細長 く､其幅は頭部より釈い､淡･賛白色で斑紋はないが､食べた食物の色彩が透祝せらるるの

で,地色の判然しない場合が往々ある0倍は重機に淡黄白色の細短毛を散生して居るO鰐長 1

｢ミ1)メートルJc ■

劾畠が老熟すると,頭部は脱皮直後のもので牲光輝あも樺褐色であるが､少し時日を躍過す

ると北港ある漆黒色と寧るけれども,偶角と口臭は淡次褐色で,金牌忙償少の次自宅を散生し

て居るO.胴部は其形ち綿 偏々平,淡葉色を帯むだ白色で､蝋石棟の光輝があるけれども,第 1

的節の管板上には封国の光滞ある黒褐色斑があって､更に其下方第 1東門の上帝方に1個の光

薄ある鼎褐色の小斑がある｡.宗門は廠ぼ固形で其周縁は洗薬褐色を澗学び,9封の東門のうち食

後ゐもの鼓も大きく､第 1采門之に次ぎ､其他ゐものは之より造かに小さくて膚略ぼ同大であ

る1,3封の胸脚は淡次樺色を塵むで居るが脚端の爪は褐色であるL∴腹脚及甲尾脚端の鈎毛は樫･

褐色で､其配蟹は畢列壌であるが.尾脚端の釣毛は其内側が儒かに開放して居るリ佃酎同部垂
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脚･C極めて少数の白色細短毛L/散生して居る-J醗長6.2｢ミ7)メ-トルJ内外｡

幼 鹿 の 基
1

劾抱は白身の食物である､rモ11)ン｣､毛布, .羅紗､

琴p.)轟を噛み切 り,吐出せる軒 亡凝 り倉オ r巌を法るL,

碓′?て,吐目した糸は白色であるが艶の色彩は､食物の

色矧こよって-一･榛で73:く､常羅紗を蝕寄せるものは帝色

の鵜を､畠のrキスl)ン｣を:独尊しつつあるものは白色の

兼を､嘉毛布を加寄せるものは赤色の灘を通る｡巣の形

ちは車乗小筒準で､其両端即 日放され 粕んど切断した

榛fj:形ち-氏 此両端に悲小部分が少しく溢れて居ること

凪 此橡の特徴とする魔で,老熟した勃路の巣の長さは
■

以下U)衣に示した如く､,6乃至7｢ミ1)'メ-トJL,J前後で

あるtJ

輔

機転油膜 く､金醍華浬ある淡樫暦炎色であるが.複眼

は細樺色､閉環と腹部の末端は甚だしく洩衣樺色を背む

で居る･酎 ヨは略ぼ固くて其周縁郎 円く衣褐色である｡

脆 桶vj補角と脚は黄に腹部の末端まで達し.麹拭腹部

第6節の米朝終にで止まる､ニケ雌桶の鮪角は腹部第払節の

釆確株で止まり､麹は腹部第 7節の中畑 まで､脚は腹
1L

部第1(職場まで連して居る〔∵而して､舵雌共に､開角､

勉.脚./の各末端は鴨から遊離して居るE

｢イガ｣幼鹿の英の大きさ

(昭和1叫三t･3月調査)I

濃 某の長さ 巣 の■幅

1ー)ii 5.tTjmJnl 1.7m/n1

a.O // 1.7 //

6.0 〝 1.7 〝

,l J5日 6.(ー 〝 1.7 //

(iJ.i // 1';7 //

tI1.4 J/ ､ 1.H //_

7 (;,4 // 盟.O //

Lq Hl.5 // i.H //

9 (-1.ti// . 1.H J/
I､10. 6.6 ク 1..q //

ll 6.6 // -1.tq J/

13 6.H J/ 1,9 γ

.14 6.Lq // 9.0 //

15 7.0 /) 2.盟 //

16. 7.盟 // 9.1 )/

17 7.3 /) '3.9 //

1.q 7.4 /)㌔ '2,-3 ://

.10 7.7 // ll.三幸 //

備考 此衆に示 した.二晩の大 きさの

'数字は､老然し替った準鹿の

過の冒己錐である｡

准将の腹部第3節乃至第9節の背面に臥 各塊鮪の前線に敵沼尾色の短別宅が列生UC居る

が,第8節のは肇節の中東部.に､第 9gll'JlJは規範の末端終町珪く生-て居る｡】雌桶や同様に軍

部筋 3乃重賞')節の背面q?各環節の前縁に近 く鴇色の働 叫宅が列生して居るが,第8節の株制

然し一泡V,場合が多(､'罪8,9節のは瑞節の中畑 紙 剤生し′て居る〔･

'曲他腹部の各煉節托姥 ,. I r極めて少数の次白色細甑‡朗 言散生し､排雌共に腹部の莱節棉枚狭 く
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鈍報肋で,其刷則には各 1榊叫登褐色の瑚 舶芸妓イーで腐る(〕酷長推作4..5｢ミ･)メ-トルJ.雌

は5.3rミ7)メ･-トル｣L､ Q

経 過 と 習 性

T:･: '卜 ･hl.i 根

此榎は我が日本内地の加を温帯地方では､年 1回の教生で､冬は勃融の状態で越年する一一而

して蛾の榔呪は京都で余の観察せる虚では､5月下旬からl(周上旬の長きに柾って､間断なく

見ることが.tl凍 ､此榎の飽生は極#r⊂不蛙粁 Pある̀-7

rイ が｣Gr) 親 過 表

年月1 2 Li 4 5 G 7.8 9 用ll12

㊤白e098ee白
yIrII/I//II/I//

成盛q)羽化並びに其他の習性

r

城島の司射ヒは殆んど夜間であるが､暗所なれげ意でも郷 ヒする､蛾は趨北棟があって夜る煙 一

火を恭払孜がら窒内を飛朔するのをよく見かける､蛾が敵 ヒのときは麹は鰭の背上に屋根型に

県ますL,補角は酷の両側に滑って筏方に向け横舞へて屠る′J

慮卵 と卵謝及び僻化

交尾は晴朗を好む傾向がある,従って,主把夜る行なはれる.交尾を経つ刑 鱗は適常夜る産

卵する､産卵も情斯なれば暮夜の別姓7%いcj卵は幼鞄の食餌である､毛私 庫紗､rモス1)γ｣

等の毛の間に1粒づ 産ゝみ付け､同十個所抵多数纏めて株産整漁いt､産卵期間株僻か2組に就

いての観察ではあるが､表示の如く-組抵3日､他の一組牲7日で､此間忙3回乃至4回に瓦 Fr

って産卵Lで居る｡ 1難曲の親産卵数は一組株42欄､他q7-l%嫁123個を韓むで屠る ｣.卵期間は
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略ぽ】週間と見てよいと胤ふ fnj-して､之等二組のものが産むだ卯は仝部将化した.何は叉､

戒出の詩命は-.組の蟹験敬に過ぎたいが､之等の交尾産卵を終づたものでは､雄雌共に平均約

1週間前後である｡

IJiガ｣のpf･;一卯 と昭-t化及び産卵,lgJ間並びに成鹿の謹命
(昭和15年5-7月調査)

豊 成 敗 朋イヒ期 日 席卵婚1日 産 卵凝 敷 肺 化期 日 僻 化粒 政 卵の搬 間抑ヒせざる卵産卵期 円をl 成払gy.if死期 日と 井 棒 命

L 87..37節 目QlV.2Lq 6/~Ⅶ.5＼Ⅵ.6 51 RH9口 T7日 8Ⅵ.5死...特命9日

節IlLn]7.30 7 Ⅵ.7 7 日日 -
? // // 節trr川V.31 7 /Ⅶ.10＼Ⅵ.ll 52 ⊥OEー11日 - ?Ⅵ.4死-群命8日∫節W回Vr.4 3/J､計 '23 Ⅵ.12 3小首｢'23 HEf平均9日

'j awl.._'59 J/ //節ⅠLnlⅥ.26節ⅡLnlⅥ.'27節一江rqlⅥ.28 lLl,14.13小計 Li2 1lr.-21Ⅱ.3Ⅶ.4 151413小計 4'2 6日6El6日平均6日 巨平均5日8Vr..29兆.-諒命iu甲Ⅶ.1死-帝命6日

幼 虚 の 習 性

幼轟は曙所を好み光線を忌む,従って､明るき朗で飼育すると､巣を背負ったまま食餌の間

に入って蝕寄し.暗所で飼育すると､殊史に食餌の間に潜入することなく加賓を観けるO動物

質の物は紙て此幼血の犯す虚であるが､将に好むで加寄するのは､毛糸､羅紗､毛布･｢モス1)

ソ｣､毛皮､の類であって､鰹節や其他の乾魚類を加普することは殆んど見 られない｡而して､

｢イ が｣幼 魚 被 昔 毛 皮 (縮小)
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--旭に清浄放物よりも,手鋸U)つい和 騨した物け朗 報 磐が甚だしく､同一-･物で酎 13.91凍部分

が他の個所よりも被害の着るしいこと町 他の羊毛主要書接と刷薬である(漸 次-､二三参,机 ,

蔽して､勃鼻の移動は､鵜を背負ったまま､礎の前車部捌 =ノて胸脚によってなされるし叉,

幼鼓が排渦する糞の色彩は､食物の色I'Bによってそれぞれ典怒る.俳 ､ば､自rモ7,-)ソー沌 蝕

害したものは自糞を､赤毛布を食べたもUつは赤糞を､青維紗を加寧し煎二II_)V)は育糞糾非肝㌻る,.,

之によると､色素は消化吸収されない様に恩絞れる

･'.L'資 ,7liiL

昭和15年GFJ7El｣昭化したGL]Bの勃蝕に､黒羅紗を典-て匿いた鬼､其中の5越は翌 8日の

.rf三年までに､白健を入れるだけの轟を造って.鼻を背負LuLながら魂を蝕宰しつつあったが､他

の1匹は同1()日に到るも皆果せなかったO而して､幼曲は成長するに従って巌を増大する(凝

増大の方鍵は､昭和15年 1月30日､自｢モ､ス1)ンJk食餌として飼育して置いた助産の中から,

相常成長したものを<2越選びと1比 ､胃羅紗を幽-て観察した産､政和は勃爵川入口の一昔の周

閲を磯足し通常に鰻施し終るや､他端の出入口の開園削.司棟鰻足し､ .展両端とl与入FTの周圏を略

ぼ同株鹿 に増大し終ると､次ぎは偏平巣の一冊を出入口から縦に噛み切 り恵がら､某所に帯羅

紗の轟を渡足し 次第和也鞘の出入口まで達し､速には巣の･JR糎翻心文字状の背色糠を現ui

するに到るC､此間約2週間かかったO之と同時に巣羅紗を輿へて試みた鷺陵も背羅紗の場合と

同様であった｡巣羅紗を輿-て,Ll憐た巣は其長さが6.5｢ミ1日 -トル｣で､開放にELlて慮るの

がそれである(.

幼盛 の脱皮 と踊 化

昭和15年 1月から伺5月迄叫閏に於て敬察せる塵によると,rイガ｣勃適の成長せるものでは､

それが脱皮の際には必ず､飼育容器の壁画とか天井に.農の-一端か或は奥の両端を吐出した糸

で碑潰し,然る後挽皮を行ふ,脱皮を終ったものは､凝出入口の朗に蒲郡の挽け数が出て居る､

而して､除皮を経った劫轟は間もなく農を暦着せる糸を噛み切って,再び活動に入るのが普通 rl

であるが､仲には相常長い間に亙って,農を碑漬したままで居るものもあっ九∴此間の生態並

びに除皮の回教に就いては､今後観察研究の上で､報償したいと鳳ふ｡而して､幼虫が澄熟し

て糖化静に漁ると.巣の-珊叉は南端を､吐糸で壁面或は天井に横着し､巣両帝の出入口を吐

汁=ノた糸で閉鎖し.然る後農内で桶化するO飼育幼鳥の中で昭和15年5月BEIに轍 ヒせるもの

･ヽ
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は同5)=lL27日に羽化した､之の廟期仕lE川帆､叉､周6月28L=Jに嫡化せるもの帆 刷7月1割ヨ

に調化した､之uJ蝋期は14L:Jf乱 僅かLl越の登臨例に過ぎないが,季節によって桶の期間に多

少異動のある｡とが鵠はれるこ､此桶化期日は.巌鋸羽鎖した明日雛 己錐したのであるか F'､鷺

際甲輔弼明聞札 此抑7=記戟したのよりは賎分鰯抽する.僻ほ乳 此梯幼轟を飼育中に稀で匪
∫

あるが.rィ.げヤド1)パチJの寄生によって､聴されるものが時々あった(

1､松 村 二松 年

'1､長 野 菊 次 郎

3.佐 木々 息吹邸

4､格 付 椅 年

5､磯 部 尿 陣

Li､ ･.(I

rイガJに閤する邦文文戯

El本寄謝絶 棚8---AO()筒.｢明治三十二年J1899.

日本隣趨薪汎論､･265貫､｢明治三十八年IJl如5.

屋内の動物,73-8【)質,r明治三十八年｣19O5.

大日本容量姦智､蘭絹､148-149頁,口!別台断 卜三年｣1910.
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